
彦根市の子ども・若者支援について

第159回 市町村職員を対象とするセミナー
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彦根市子ども未来部

子ども・若者課 兼 少年センター

垣谷 美貴



彦根市ってどんなところ？

面積：196.87㎢（平成29年10月1日現在）
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• 彦根市の人口（総人口） 高齢化率(*)

昭和50年 85,066人

平成7年 103,508人（18,442人増） 14.1%

平成27年 113,679人（10,171人増） 22.8%

令和2年 113,647人（ ３２人減） 25.2％
※各年国勢調査による人口

(*)出典:市介護福祉課「彦根市の介護保険」

（参考）

令和4年1月1日現在 112,626人 （国勢調査＋住基）
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①彦根市の人口統計等

昭和50年から令和２年まで28,581人増加(約1.34倍)するも
現在は微減の傾向

彦根市の現状



彦根市子ども・若者課の体制

彦根市子ども未来部子ども・若者課
子ども応援係 2名
（課長補佐兼係長1名、担当1名）
・生きづらさを抱える子ども・若者の支援
・子どもの貧困対策
・青少年健全育成に関すること
・少年センターとの連携
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彦根市の子ども・若者支援の取組
生きづらさのある子ども・若者に対する具体的な施策

(1)ネットワークづくり

彦根市子ども・若者支援地域協議会

若者への支援に関する
アンケート調査
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質問：若者への支援において、次のことはどのくらい重要だと思いますか。

自宅に来てくれる

3-14-05- 1 まったく重要ではない 14 20.6%

3-14-05- 2 それほど重要ではない 30 44.1%

3-14-05- 3 重要だ 18 26.5%

3-14-05- 4 非常に重要だ 6 8.8%
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SNSで利用できる

3-14-04- 1 まったく重要ではない 2 2.9%

3-14-04- 2 それほど重要ではない 13 19.1%

3-14-04- 3 重要だ 28 41.2%

3-14-04- 4 非常に重要だ 25 36.8%
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LINEやTwitterなど、SNSを通じて気軽に利用できること

自宅に支援者が来てくれること（アウトリーチ支援）



質問：相談したことがない理由や思うことを教えてください。
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彦根市の子ども・若者支援の取組
生きづらさのある子ども・若者に対する具体的な施策

(1)ネットワークづくり

彦根市子ども・若者支援地域協議会

(2)彦根市子ども・若者総合相談センター

・総合相談・サロン活動・カウンセリング

・子ども応援相談窓口(子どもの貧困対策コーディネーター配置)

少年センターへ
直営



直
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化
未成年(18歳)まで

39歳まで



彦根市の子ども・若者支援の取組
生きづらさのある子ども・若者に対する具体的な施策

(1)ネットワークづくり

彦根市子ども・若者支援地域協議会

(2)彦根市子ども・若者総合相談センター

・総合相談・サロン活動・カウンセリング

・子ども応援相談窓口(子どもの貧困対策コーディネーター配置)

(3)彦根市社会福祉協議会と一緒に （子どもの貧困対策）

ア 子ども・若者を応援する ひとづくり、地域づくり事業

イ 「いい場所づくり」事業補助金

〇地域での居場所づくり（学べる場・子ども食堂・フリースペース）

〇仕組みづくり・体制整備（リユース・フードバンク）

(4)NPO法人と一緒に 「若者サロン」（逓信サロン）

(5)子ども・若者課で 「ガイドブック」「自習ができる公共施設」情報提供

(6)社会福祉課で「学力向上支援事業」 教育委員会で「地域未来塾事業」

少年センターへ
直営

若者の支援に関する

アンケート調査





ご清聴いただきありがとうございました

彦根市社会福祉協議会さま

どうぞよろしくお願いします


